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Ⅵ或25年 6月 10日

愛媛県県民環境部防災局危機管理課

愛媛県地震被害想定調査結果 (第一次報告)について

1調査の目的

今回の調査は、国の南海トラフ巨大地震による被害想定結果を踏まえ、県が阪神淡路大

震災を受けてコ或13年度に実施した地震被害想定調査について、最新の知見を用いて見

直したものであり、市町ごとのより詳細な被害状況を推計し、地域の危険l■を総合的、科

学的に把握するとともに、今後、本県の防災対策を進めていくうえで必要となる基礎デー

タとして糧ヽ することにより、事前の予防対策や地震発生後の応急活動体制の強化を図る

ことを目的としている。

2 想定地震

【湖型 lle】

① 南海トラフ巨大地震

② 安芸灘～伊予灘～豊後水道のプレート内地震 (芸予躙

【内陸理投規則

③ 讃岐山脈南縁一石鎚1珊鬱蒻幸F(中央構造例断層帯 の地震

④ 石鎚山脈北像 (中央構造線1昴詈帯 の地震

⑤ 石鎚山脈お縁西部―伊予灘 (中央構造線断層帯 の地震

(1)推計の考え方

本調査においては、想定地震毎に、推計した様々なケースの地震動、液状化危険度、

土砂災害危険度を重ね合わt最 大クラスの推計を行つた。

(2)推計結果

① □

・南海トラフ巨大地震については、ほぼ全域 (全面積の96%)で震度6弱以上となり、

最大震度7の市町は13市町となつている。
。国の想定結果と

'ヒ

較すると、全体的な震度は小さくなつているもの、平野部では若

干高くなっている。

・芸予地震及び中央構造線断層帯の地震については、震源に近い地域において強t颯
度が算出されている。
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② 液Ⅳ脆 険渡

・南海トラフ巨大地震については、県全域の平菊相̈ 音団こおいて 液ヽⅣヒ

危険度が極めて高・ヽ となつている。

・芸予地震及び中央構造制断層帯のFllFについては、震源に近い平野部や日学低地

音限こおいて、液州断拶奉[が極めて高い評価となつている。

【想定地震毎の渡閃b箇食度が極めて高い地域】

腱 ∞ ¨ 縫 ∞ 碇 噸 雄 ∞

液状化危険度が

極めて高セ地域

県全域の平野及

0海用動

東子の海岸平野、

中 南子の平野、

海岸及び梅用底地

松山市の海岸及

び東予
東予の平野

県全減の平野及

U落酬 動

③ 土砂災害危険度

・南海トラフ巨大地震ヤごついては、県全域において、危険度が高い箇所が分布してい

る。

・芸予地震及び中央構造線断層帯の地震については、震源に近い地域において、危険

度が高い箇所が分布している。

【想定地震毎の上砂災害危険度ランクがAの回
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4 月
=皮

(1)推計の考え方

県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される津波囲書モデルとして、国の南海

トラフ巨大地震の11モデルのうち、宇和海沿岸についてはケース5とケース 11、 伊予



灘についてはケース1と ケース 11、 燃灘についてはケース1のモデルを選定した。

これら各ケースの地域海岸毎のシミュレーション結果を重ね合わせ、最大となる津波

水位、浸水面積、津波

'嵯
時間等について推計した。

(2)推計結果

蜘 対立 碑波高

・津波水位については、国の想定と概ね同じ数値となっている。

・県内の最高津皮利ロゴ升方町の213m。 この地点は、佐日岬半島先端樋 の宇和海

側の人家のない崖地であり、地形等の影響を受け局所的に高くなったものである。

・各市町を代表する港の最高津波水位については、宇和海沿岸で7～ 9m程度、瀬戸

内海側は3～ 4市程度となつている。

輻 鹸

・県全体の浸水面積 (l cm以⊃ は■,995bと なつており、国の想定の約28倍とな

つている。

・浸水面積が拡大した理由については、国の想定では、堤防は津波の越流により破壊

されるとしていたが、県の想定では、「津波防災地域づくりに関する法衛 を受け、

国交省の「津渡浸水想定の設定の手引き」に基づき、堤防は地震により破壊される

こととしたためであるもこの条件設定のコ こヽより、特に東中予の標高の低い地域

において、浸水面積が広がっている。

また、誤差のほとんどない国土地理院の航空レーザー測量による標高データを使

用したことにより、宇和島市を始めとした南予地域の浸水面積も広がっている。

C韓波到達時間
。今回、±20 cIの海面変動影響開始時間を推計している。これは、地震発生直後の海

面に±20mの変動が生じる時間であり、海辺にいる人の人命に影響が出る恐れのあ

る水位刻 ヒが生じるまでの時間を示している。

5 留調i事
=員

○ 南海トラフ巨大地震はひとたび発生すれば甚大な被害をもたらすことを常に視野に

入れておく必要があるが、その発生頻度は極めて低いことから、今回の想定結果を冷

静に受け止める必要がある。

○ 今回の想定は、鵬 点の科学的知見に基づく想定であり、決してこれ以上の規模の

地震や津波が発生しないわけではないことも忘れま 正しく恐れてはじし、

6 今後の予定について

○ 今回の調査結果を基に今後、人的・物的被害、ライフライン被害、経済被害、対策

を講じることによる被害の軽減等の想定結果割ほ とりまとめ、公表する予定である。

○ 一連の被害想定結果を踏まえ、県と市町で詢載する りた期防災・減災対策検討協議

萄 を設置し、広域防災活動要領や人的被害等を軽減する減災プログラムの作成を検

討する等、被害想定の総合的な検証を行うことにより、県と市町が「チーム愛媛」と

して、より緊密な連携体制を構築し、南海トラフ巨大地震へα蒲えを引 ヒしていく。
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